プログラミング実習

課題３

提出日　　　　　年　　　月　　　日

学籍番号
名前

レポート提出の注意点

1． レポートのフォーマット（フォントなど）を絶対に変更しないこと

※ただし，プログラムが長い場合に限り，枠の延長を認める
2． 白黒片面印刷をし，左上を1か所だけホッチキス留めして提出すること
3． プログラムには必ずコメントを入れること
少なくとも変数の説明は入れておくこと
	課題3-1
2次元配列を宣言し，配列の各要素がどのようにメモリ空間に確保されているか出力して確認せよ
※配列は，3 x 3以上の要素を持っていること
※配列の中身とアドレスの関係がわかるように出力すること

	プログラム



	実行結果




	課題3-2
ハイフン無しの学籍番号と名前をキーボードから入力として受け取って，１．“gakuseki.txt”というテキストファイルを生成し，２．学籍番号と名前の2行に分けて保存するプログラムを作成せよ．

入力された学籍番号が10桁ではない場合は，エラーを出すようにすること．

条件１：学籍番号は数字のみ，名前は英字のみとして良い
条件２：すでに“gakuseki.txt”というファイルが存在する場合は，すでに存在することを画面に表示し，ファイルの内容を表示すること
入力画面の例
学籍番号は？：15103509999

学籍番号が違います！         ＜ エラーを表示している
学籍番号は？：1510350999

名前は？：AtsutoshiIkeda
ファイルの中身の例（入力が上記の場合）
1510350999        ＜ 改行すること
AtsutoshiIkeda


	プログラム



	実行結果
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